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【２-２】まちのにぎわいの創出や健康増進 
 
問題点６ ⽇中時間帯におけるバス路線の低利⽤ 

 
■ 問題点とした地域の現状 

・⼩樽市の⼀⼈当たりの⾃動⾞保有台数は増加しており、⾼齢者の⾃動⾞依存も⾼いことから、 
通院や買物を⽬的とした⽇中の⾼齢者のバス利⽤が少ない状況にあります。 

■ 問題点とした利⽤実態と市⺠ニーズ 
・バス乗降調査の結果、バスの主な利⽤者は通勤・通学者であり、市内バス路線のピーク時間帯

は出勤・登校時間帯である７時台や帰宅時間帯である 17 時台となっています。 
・市⺠アンケート調査の結果、⽇中時間帯での移動が主な時間帯となる通院や買い物を⽬的と

した主な移動⼿段は「⾃動⾞（⾃分で運転）」及び「⾃動⾞（同乗・送迎）」の割合が、５割程
度となっており、「路線バス」は約３割であることから、バス路線の利⽤は、通勤・通学時間
帯の朝及び⼣⽅の利⽤者数と⽐較すると、⽇中時間帯は少ない傾向にあります。 

 
【２-３】交流の活発化 

 
問題点７ 観光客のバス路線利⽤が低い 

 
■ 問題点とした地域の現状 

・本市は歴史的建造物をはじめ、朝⾥川温泉やおたる⽔族館、天狗⼭など、様々な観光資源を有
しており、年間約 800 万⼈の観光客が来訪し、特に外国⼈観光客が近年増加傾向にあります。
観光資源の多くは、⼩樽駅から徒歩圏に集中しているため、観光客の主な移動⼿段としては
「徒歩」が最も多くなっている現状にあります。  

■ 問題点とした利⽤実態と市⺠ニーズ 
・市内へ来訪する観光客は、⼩樽駅から徒歩圏内の観光施設を中⼼に回遊している状況であり、

バス路線等の公共交通を利⽤した移動が少ない状況があります。 
 
問題点８ 公共交通に関する多⾔語での情報提供が不⼗分 

 
■ 問題点とした地域の現状 

・市内バス路線の拠点となっている⼩樽駅前バスターミナルにおいて、路線の⾏き先や乗り場
情報等の多⾔語化は⼀部の実施に留まっています。  

■ 問題点とした利⽤実態と市⺠ニーズ 
・観光客アンケート調査の結果、外国⼈観光客がバスを利⽤しない理由として、「乗り⽅がわか

らない」や「⽬的地への⾏き⽅がわからない」とする回答が２割程度挙げられています。  
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５-２ 地域公共交通に係る問題点を踏まえた課題 
「地域公共交通に求められる役割から⾒た問題点」を踏まえ、「地域公共交通の課題」を以下のよ

うに設定します。課題について、次ページに詳述します。 
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課題１ 利⽤者ニーズを踏まえた持続可能な公共交通ネットワークの形成が必要 
 
市内を運⾏するバス路線の運⾏時間帯等に対する不満（問題点１）や市内各地域のニーズを踏ま

えた公共交通機関相互の連絡の充実（問題点３）、路線バスの定時性の確保（問題点５）の問題を解
決するためには、運⾏便数の増加等の対策が必要ですが、バス利⽤者の減少（問題点２）、⽇中時間
帯におけるバス路線の低利⽤（問題点６）の状況では事業性の消失につながります。将来にわたり
公共交通を維持していくためには、利⽤者となる市⺠のニーズを踏まえた持続可能な公共交通ネッ
トワークの形成が必要であり、移動や交通結節点の利便性を⼀定程度確保した中で、運⾏効率の向
上を図るとともに、バス事業への公的⽀援策を始め、交通事業者の健全な経営が⾏なえる環境を整
えていく必要があります。 
 

課題２ 各地域で安⼼して暮らし、⽇常の移動⼿段として便利に使える公共交通の確保が必要 
 

 
 市内を運⾏するバス路線の運⾏時間帯等に対する不満（問題点１）や市内各地域のニーズを踏
まえた公共交通機関相互の連絡の充実（問題点３）を抱える中、だれもが、安⼼して移動できるよ
うに、特に今後⾼齢化が進む中で、⾼齢者が第１当事者となる交通事故の増加（問題点４）の防⽌
の受け⽫として、公共交通が担っていく必要があります。そのためには、バスの安定した運営形態
の構築が必要であり、バス利⽤者の減少（問題点２）、⽇中時間帯におけるバス路線の低利⽤（問
題点６）への対策が必要であり、各地域で安⼼して暮らし、⽇常の移動⼿段として便利に使える公
共交通の確保が課題となります。 

 
課題３ 乗合バスの利⽤者が減少する中で、効率的な公共交通の運⾏が必要 

 
バス利⽤者の減少（問題点２）が続く中、将来にわたり持続可能な公共交通を維持するために

は、安定した運営形態の構築が課題となります。本市の地形の特徴から交通量の多い主要幹線で
ある国道５号にバス路線が依存しており、路線バスの定時性の確保（問題点５）等利便性の確保に
努めるとともに、路線維持のため、関係者との連携協⼒により検討を進め、運⾏効率の向上等効率
的な公共交通の運⾏が必要となります。 
 
課題４ 観光客等の来訪者も使いやすいバス路線等の検討が必要 

 
 年間約８００万⼈の観光客が来訪している中、近年、外国⼈の観光客が特に伸びています。この
ような中、現在、観光客のバス路線利⽤が低い（問題点７）状況にあるため各観光拠点への回遊性
を⾼める⼿段としてバスを始めとした公共交通の利⽤を促進する必要があります。また、外国⼈
観光客への対応としては、公共交通に関する多⾔語での情報提供が不⼗分（問題８）な状況にあ
り、情報発信や交通結節点の利便性の向上など来訪者も使いやすいバス路線等の検討が必要です。 
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課題５ 公共交通の利便性を向上させる公共交通間の連携策の検討が必要 
 

 
観光客のバス路線利⽤が低い（問題点７）ため、観光客が本市へ来訪する際に多く利⽤する鉄道

からの⼆次交通の円滑な誘導や路線バスへの利⽤促進に努めるとともに、市内を運⾏するバス路
線の運⾏時間帯等に対する不満（問題点１）や市内各地域のニーズを踏まえた公共交通機関相互
の連絡の充実（問題点３）の問題の解消に努めるため関係者の連携協⼒により、公共交通の利便性
を向上させる公共交通間の連携策の検討が必要となっています。 
 
課題６ 利⽤促進策の検討が必要 

 
市内を運⾏するバス路線の運⾏時間帯等に対する不満（問題点１）の問題を解決するためには、

運⾏便数の増加等の対策が必要ですが、ここ数年はバス利⽤者の減少（問題点２）等の問題から 
 事業者の経営状況も厳しくなり、減便等の対応により収⽀の改善を図りながら運⾏している現状 

があります。 
市内の路線バスは、通勤、通学を始めとした⽇常⽣活の移動に⽋かせないものとなっています

が、今後、⼈⼝減少に加え⾼齢化も進⾏することが想定される中、⾞への依存が浸透した本市にお
いて、⾼齢者が第１当事者となる交通事故の増加（問題点４）という問題等もあり運転免許の⾃主
返納が進むことにより、バスを必要とする⾼齢者も増加してきます。 

また、通勤通学の時間帯は、⼀定程度利⽤があるものの、⽇中時間帯におけるバス路線の低利⽤
（問題点６）という状況があり、⽇中時間帯に移動する通院や買物を⽬的としたバス利⽤を促進
する必要があります。 

このため、公共交通機関の運⾏情報等の情報発信を積極的に⾏なっていくとともに、市⺠の公
共交通に対する意識醸成を図るといった利⽤促進策の検討が必要となっています。 
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６ 小樽市地域公共交通網形成計画の将来像と基本方針 

 
 この章では、第５章で整理した課題を受け、求められる地域公共交通の役割を果たし、持続性を担
保するために地域公共交通の将来像を設定するとともに、本計画期間である７年後の目指す姿と目
指す姿に向けた取組の方向性を示す基本方針と達成状況の評価指標等を設定します。 
 
６-１ 将来像 

 
本市の上位・関連計画や地域公共交通の現状と課題、求められる役割を踏まえ、本市の地域公共交

通の活性化及び再生のための指針となる、地域公共交通のあるべき姿（将来像）を次のように設定し
ます。 
 
《地域公共交通のあるべき姿（将来像）》 

暮らしを支え、訪れる人にも利用しやすい 

持続可能な公共交通の構築 

 
《地域公共交通のあるべき姿（将来像）の考え方》 

現在、本市の地域公共交通は鉄道、路線バス、タクシーによる交通手段で構成されており、特に
路線バスについては、通勤、通学をはじめとした市民生活に関連した移動手段として市民の足と
して欠かせない役割を果たしてきております。 

しかし、本市における路線バスをはじめとした地域公共交通の現状は、自家用車の普及や人口
減少などにより利用者が年々減少しており、運行事業において厳しい経営環境が続いていること
から、将来において地域公共交通の確保が難しくなることが懸念されています。 

一方では、人口に占める高齢者の割合は年々増加しており、今後、地域公共交通の役割はますま
す重要になってくると考えられます。 

また本市には、年間約８００万人の観光客が訪れており、今後、市内各所に存在する観光拠点へ
の回遊性を高めるためにも、利便性の高い公共交通が求められます。 

このため、路線バスをはじめとした市内公共交通における利便性の向上と利用促進を図ってい
くとともに、安定した運営のもとで円滑に運行がなされるよう、関係者との連携を図りながら地
域公共交通を維持していく必要があります。 

こうした状況の中、本市における地域公共交通のあるべき姿（将来像）を「暮らしを支え、訪れ
る人にも利用しやすい持続可能な公共交通の構築」と定め、その実現に向けた取組を関係者と連
携しながら進め、将来にわたる持続可能な地域公共交通網の形成を目指します。 
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６-２ 基本方針 
本市の地域公共交通のあるべき姿（将来像）を踏まえ、基本方針の設定にあたっては、計画の対象

期間である７年後の公共交通網の目指す姿を示します。 
本市のバス路線網については、市民アンケート調査の結果を見ると、バスの「運行頻度」や「運行

間隔」に対して半数以上の方が満足されておらず、運行面での改善を求めているものの、バス路線に
関する「バスの経由地」や「自宅や目的地からバス停までの移動」については、約９割の方が概ね満
足している状況にあります。そこで、本計画の対象期間内においては、本市におけるバス路線網につ
いて現状を維持することを前提とし、以下の４つの基本方針を設定します。 
 
《地域公共交通の活性化及び再生に向けた基本方針》 

基本方針１ 市民生活を支え利便性の高い公共交通網の形成 
【課題１，２，３，４，５に対応】 

市民の日常的な生活を支えるためには、様々な利用者ニーズを踏まえ地域内外の移動時におけ
る利便性を確保するとともに、公共交通の定時性確保を始めとした運行内容の改善や交通結節点
における乗継機能の強化といった利便性の向上を図ることが必要です。更に、高齢化が進む中、高
齢者の外出時の交通手段として公共交通を維持するとともに、バス車両や駅等のバリアフリー化
を推進し、全ての市民の生活を支える利便性の高い公共交通網の形成を目指します。また、将来ま
で持続可能な公共交通網を確保していくため、社会情勢に変化などに注視しながら公共交通の課
題や効率化などに関する調査検討を進めていきます。 

 
基本方針２ 持続可能で安定した運営形態の構築 

【課題１，２，３に対応】 
地域公共交通を維持していくためには、利用者ニーズに応じた公共交通網の形成を図ることが

重要である一方、少子高齢化が進行し公共交通利用者が減少する中で公共交通の事業性を確保す
る必要があります。このため、利用者ニーズを踏まえた中で、利用時間帯の実態に応じたダイヤの
見直しなど運行効率の向上を進めるとともに、持続可能で安定した運営形態の構築のため運賃設
定を検討するほか事業者への公的補助などについても検討を進めていきます。 

 
基本方針３ 市民・各種交通事業者・行政等が連携・協力し、支え育てる公共交通の実現 

【課題３，５，６に対応】 
地域公共交通を維持していくため、利便性の向上や利用促進、事業性の確保等が必要となり、市 

民や各種交通事業者、行政等が連携・協力し公共交通を支え育てなければなりません。このため市
民・各種交通事業者・行政が地域公共交通に対する認識を共有するとともに、主体的な取組ができ
るよう関係者の連携・協力の仕組みづくりを行なっていきます。 

 
基本方針４ 市民・来訪者に分かりやすく利用しやすい公共交通の実現 

【課題４，６に対応】 
年間８００万人の観光客が訪れる本市において、市民のみならず、観光客にも利用しやすい公

共交通を実現していくことが必要であり、市内公共交通網に関する情報発信を検討する必要があ
ります。現在、観光客の主な情報取得方法であるＳＮＳやインターネットを有効活用するなど、わ
かりやすい情報等の提供を行い、利用の促進に取り組んでいきます。 
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６-３ 基本方針に基づく目標 
 
（１）計画の目標 

地域公共交通の課題に対し、地域公共交通のあるべき姿（将来像）と４つの基本方針を実現してい
くため、計画期間中あるいは長期的な見通しとして達成すべき計画目標を次のように設定します。 
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（２）目標と評価指標 
基本方針に対応する地域公共交通の目標と、その達成状況を評価するための評価指標を次のとお

り設定します。 
 

基本方針１ 市民生活を支え利便性の高い公共交通網の形成 
 
目標①：地域内外の移動の利便性を確保 
目標②：交通結節点の利便性向上 
目標③：車両等のバリアフリー化の推進 

利用者ニーズを踏まえた運行内容の検討や利用実態に即した交通モードの検討など、既存バス路
線における地域内外の移動の利便性の確保や、バス停における上屋の設置や乗り継ぎ環境の改善な
ど、交通結節点の利便性向上や円滑な移動の実現を目標とし、市民アンケートにおいてバスの利便
性に関係する不満足の割合が最も高い項目（「運行頻度」・「運行間隔」）を評価指標として設定しま
す。 

また、バス路線の利用者数の推移やバリアフリー化の実施件数などを定期的にモニタリングし、
状況の把握を行っていきます。 

■ 評価指標 

評価指標 
現況値 

（H30 年度） 
目標値 

（新元号 7 年度） 
「運行頻度」・「運行間隔」における 
不満足の改善 

49.2％ 現状より減少 

 
■ 指標の算出方法 

市民アンケート調査を実施し、その結果を用いて評価します。 
 

基本方針２ 持続可能で安定した運営形態の構築 
 
目標④：運行効率の向上 
目標⑤：安定した運営形態の構築 

現状のバス路線網の維持に向けて、運行効率の向上を図るとともにバス路線に対する公的補助の
導入や利用者負担の再設定などを検討し、安定した運営形態の構築を目標とします。 

また、市内バス路線の赤字状況やバス路線の利用者数の推移などを定期的にモニタリングし、状
況の把握を行っていきます。 

■ 評価指標 

評価指標 
現況値 

（H30 年度） 
目標値 

（新元号 7 年度） 
計画期間内における路線維持に向け
た新規取組事業数（計画期間累計） 

- ４事業 

 
■ 指標の算出方法 

新規取組件数を調査し、その結果を用いて評価します。 
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基本方針３ 市民・各種交通事業者・行政等が連携・協力し、支え育てる公共交通の実現 

 
目標⑥：関係者の連携・協力のしくみづくり 

公共交通を支え育てるため、市民の公共交通の利用に対する意識啓発などの推進に向け、関係者
の連携・協力の仕組みづくりを目標とし、関係者の連携・協働による取組事業数を評価指標として設
定します。 

また、バス路線の利用者数の推移や取組事業の内容などを定期的にモニタリングし、状況の把握
を行っていきます。 

■ 評価指標 

評価指標 
現況値 

（H30 年度） 
目標値 

（新元号 7 年度） 
計画期間内における関係者の連携・
協働による新規取組事業数 
（計画期間累計） 

- 4 事業 

 
■ 指標の算出方法 

新規取組件数を調査し、その結果を用いて評価します。 
 
 

基本方針４ 市民・来訪者に分かりやすく利用しやすい公共交通の実現 
 
目標⑦：わかりやすい情報等の提供 

本市の公共交通網の利用者数増加を目的に、市民の公共交通未利用者の掘り起こしのための公共
交通情報の発信や観光客へのバス利用の促進などのため、わかりやすい情報などの提供を目標とし、
観光客の市内移動における路線バスの利用率を評価指標として設定します。 

また、バス路線の利用者数の推移などを定期的にモニタリングし、状況の把握を行っていきます。 
■ 評価指標 

評価指標 
現況値 

（H30 年度） 
目標値 

（新元号 7 年度） 

観光客の市内移動における路線バス
の利用率 

 
17.2％ 

 
19.0％ 

 
■ 指標の算出方法 

観光客アンケート調査を実施し、その結果を用いて評価します。 
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７ 基本⽅針に基づく施策内容 

 
 この章では、第６章で設定された基本⽅針を実現するため、各種施策を設定し、実現に必要な想
定事業と事業主体等を整理します。 
 
７-１ 施策の体系 

 
地域公共交通の課題を⾒据えながら、地域公共交通のあるべき姿（将来像）と４つの基本⽅針の

実現のため、先に設定した⽬標達成に向けて、下図のとおり４つの施策を設定します。 
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７-２ 施策の内容 
 
（施策１）市内公共交通網における利便性の強化 
項 ⽬ 内 容 等 
概 要 ・地域性や利⽤者ニーズに応じた地域内外への移動性の確保と、主要な乗降場所にお

ける待合環境の改善等を図り、利便性・移動性の強化を推進する。 
 
＜想定事業＞ 
①バス路線の効率化に資する体系の検討 

事業例１）交通結節点の創出の検討 
事業例２）既存バス路線の効率化に資する運⾏ルート等の⾒直し検討 
事業例３）既存バス路線の統合可能性の検討 
事業例４）利⽤実態に即した交通モードの検討 

②既存バス路線における課題等の情報収集 
③鉄道とバスの乗り継ぎ環境の改善 
④バス待ち環境の整備 

事業例１）乗⾞の多いバス停における上屋の設置 
事業例２）バスロケーションシステムの導⼊研究 
 

▼上屋の設置事例       ▼バスロケーションシステムの導⼊事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典）国⼟交通省北海道運輸局 
⑤⾼齢者等への対応 

事業例１）⾼齢者への⽀援 
事業例２）⾞両のバリアフリー化 

実施主体 交通事業者、⾏政 
実施時期 平成 31 年度以降検討（検討状況に応じて随時実施）、既存事業は継続実施 
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（施策２）持続可能な交通体系の構築 
項 ⽬ 内 容 等 
概 要 ・本市にはバス路線の重複区間など、⾮効率区間が存在しており、これら区間の効率

化の促進を検討する。 
・また、市内を運⾏する交通事業者の経営改善に資する取組みとして、公的補助や利

⽤者負担など、適正な負担内容を検討し、持続可能な交通体系を構築する。 
 
＜想定事業＞ 
①バス路線の効率化に資する体系の検討（再掲） 

事業例１）交通結節点の創出の検討 
事業例２）既存バス路線の効率化に資する運⾏ルート等の⾒直し検討 
事業例３）既存バス路線の統合可能性の検討 
事業例４）利⽤実態に即した交通モードの検討 
 

②適正な運賃の設定の検討 
▼市内路線バス運賃の改定状況 

 
 
 

 
 
③交通事業者への公的補助の検討 

▼道内主要都市における市町村単独補助の交付状況 
 
 
 
 
 
④既存バス路線における課題等の情報収集（再掲） 
 
 

実施主体 交通事業者、⾏政 
実施時期 平成 31 年度以降検討（検討状況に応じて随時実施） 

  

札幌市 旭川市 函館市 釧路市 苫⼩牧市 帯広市 北⾒市 江別市 室蘭市 ⼩樽市
市町村

単独補助
の交付
の有無

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H10.11.5 H19.4.1 H26.4.1

⼩樽市内線運賃 200円 210円 220円

改定年⽉⽇
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（施策３）市⺠・交通事業者・⾏政等が連携・協働した公共交通利⽤に向けたしくみづくり 
項 ⽬ 内 容 等 
概 要 ・市⺠・交通事業者・⾏政等の連携・協働により、市⺠などが積極的に公共交通を利

⽤したいと思える環境づくりを推進する。 
 
＜想定事業＞ 
①各種団体等との協働体制の構築 
②公共交通を守り、育てる市⺠意識の啓発の実施 

事業例１）バス交通に関する出前授業やバス 
乗り⽅教室等の実施 

事業例２）バス乗⾞体験イベントの検討・実施 
事業例３）中学⽣の職業体験を活⽤したバス 

運転⼿体験会の検討・実施 
事業例４）⼩学⽣の総合的な学習の時間を活⽤ 

したバスに関する意識醸成の実施 
事業例５）バス停付近の町内会などによるバス 

停清掃の検討・実施 
③商店街等と連携した利⽤促進策の検討 

事業例１）商店街や商業施設等と連携したバス割引制度の検討 
事業例２）商店街等と交通事業者、物流事業者とが連携した貨客混載事業の検討 

④⺠間企業のサポートによるバス停の上屋設置検討・実施 
 

▼バス停上屋設置の事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 市⺠、交通事業者、⾏政 
実施時期 平成 31 年度以降検討（検討状況に応じて随時実施） 

  

▼出前授業の様⼦
（出典︓中央バス）
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（施策４）公共交通の利⽤促進策の展開 
項 ⽬ 内 容 等 
概 要 ・公共交通の利⽤者増加を⽬的に、市⺠における公共交通未利⽤者の掘り起こしや現

公共交通利⽤者の更なる利便性の向上、外国⼈等の観光客のバス利⽤を推進する。 
 
＜想定事業＞ 
①SNS 等による市内公共交通情報の発信 

事業例１）公共交通に関する情報提供の 
多⾔語化の実施 

事業例２）公共交通マップの作成・配信 
事業例３）転⼊者等への公共交通に関する 

情報提供の実施 
 
 
 
 
 

②観光利⽤を誘発する市内公共交通の運⾏内容の⾒直しの検討 
③企画乗⾞券等による利⽤促進策の検討 

事業例１）企画乗⾞券の検討 
事業例２）環境定期券の検討 
 

▼環境定期券制度の事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④わかりやすい運⾏系統の表⽰ 
実施主体 市⺠、交通事業者、⾏政 
実施時期 平成 31 年度以降検討（検討状況に応じて随時実施）、 

公共交通マップの作成は優先的に実施 

  

▲市内を運⾏する公共交通を 
取りまとめたマップの事例 

（出典︓岩⾒沢市） 
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７-３ 施策推進スケジュール 
 

計画の⽬標達成のための施策の実施スケジュールを次のとおり設定します。 
 
 
 
 
 
 

Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37
施策

① 地域内外の移動の利便性を確保 施
策
１

市内公共交通網におけ
る利便性の強化

計画期間

③ ⾞両等のバリアフリー化の推進

② 交通結節点の利便性向上

⽬標

⑤ 安定した運営形態の構築

④ 運⾏効率の向上 施
策
２

持続可能な交通体系の
構築

⑦ わかりやすい情報等の提供
施
策
４

公共交通の利⽤促進策
の展開

⑥ 関係者の連携・協⼒のしくみづくり
施
策
３

市⺠・交通事業者・⾏政が
連携・協働した公共交通
利⽤に向けたしくみづくり
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８ 計画の達成状況の評価 

 
この章では、達成状況の評価と評価を踏まえた⾒直しの⽅針等を整理します。 
 
本計画で設定した⽬標については達成のための施策は、地域公共交通を取り巻く社会経済情勢や

利⽤者ニーズ等の変化に応じて適宜⾒直しを⾏うことが重要と考えられます。 
そこで本計画では、各年度においては事業の進捗状況を確認し、PDCA サイクルの中で必要に応

じ次年度以降に事業の取組みの検討を⾏うこととします。なお、達成状況の進捗管理については各
交通事業者協⼒の下、定期的に利⽤者数等によりモニタリングを⾏うとともに、その結果を⼩樽市
地域公共交通活性化協議会に報告し意⾒を求めます。さらに、最終年度に確定する⽬標値の評価・検
証についても、同協議会で⾏うこととします。 
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（２）小樽市地域公共交通活性化協議会構成員 
要綱第 3 条の区分 所属・役職等 氏名 分科会 備考 

市長の指名する職員 小樽市副市長 小山 秀昭  
会長 
（H31.1.30 就任） 

小樽市建設部長 上石  明  
（H31.1.30 

会長退任） 

小樽市教育委員会教育部長 飯田  敬   
一般旅客自動車運送
事業者及びその組織
する団体を代表する
者 

北海道中央バス株式会社 執行役員 小樽事業部長 臼井 広宗 ○  

ジェイ・アール北海道バス株式会社 営業部長 山内  近 ○  

ニセコバス株式会社 常務取締役 黒嶋 昌紀   

小樽ハイヤー協会 専務理事 磯部 一美 ○  

札幌地区バス協会 事務局次長 野川 祐次   

旅客鉄道事業者 北海道旅客鉄道株式会社 小樽駅長 木原 昌良 ○  
住民又は地域公共交
通の利用者  

小樽市総連合町会 会長 増田 榮治 ○  

小樽市老人クラブ連合会 会長 佐々木 茂   

社会福祉法人小樽市社会福祉協議会 事務局長 三船 貴史 ○  

(同 前事務局長） (相庭 孝昭)  （H30.3.31 退任）） 

一般社団法人小樽観光協会 専務理事兼事務局長 荒木  逞   

市民 奥  桜子 ○  

市民 中野 里美 ○  

通勤者 加藤 正樹 ○  
国土交通省北海道運
輸局札幌運輸支局長
の指名する職員 

国土交通省北海道運輸局札幌運輸支局  
首席運輸企画専門官 中山 俊彰 ○  

一般旅客自動車運送
事業者の事業用自動
車の運転者が組織す
る団体を代表する者 

北海道地方交通運輸産業労働組合協議会 副議長 佐藤 文昭   

(同 前副議長） (今 倫康)  （H30.3.31 退任） 

学識経験者 
北海道科学大学 教授 石田 眞二 

○ 
（分科会長） 

副会長 

道路管理者 国土交通省北海道開発局小樽開発建設部 
 小樽道路事務所長 本田  肇   

(同 前道路事務所長） (山本 清二)  （H30.3.31 退任） 
北海道後志総合振興局小樽建設管理部事業室  
地域調整課長 髙橋 浩揮   

(同 前地域調整課長） (工藤 高宏)  （H30.3.31 退任） 

小樽市建設部建設事業室長 松浦 裕二  監事 

(同 前室長） (白畑 博信)  （H30.3.31 退任） 
北海道後志総合振興
局長の指名する職員 

北海道後志総合振興局地域創生部 
地域政策課長 矢野 敦子   

北海道札幌方面小樽
警察署長の指名する
職員 

北海道札幌方面小樽警察署交通第一課 
 規制係長 工藤 亮一   

                               ※平成 31 年 3 月 1 日現在 
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